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人口の動き
　ll月1日現在
男覧822（＿9）
女5977（一20）
計IL799（ア29）

世帯数2575（＿11）

（）内は前月との比較
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　いよいよ15日に開園式を迎える月見が原遊園地、遊具あわせて16基の設置を終えた先
月19日、集まった子どもたちが町長、教育長をかこんで記念撮影といったところ。
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二
日
千
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小
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信
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発
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工
事
完
成
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と
千
手
発
電
所
発
電
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三
十
周
年
を
記
念
し
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て
町
主
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の
祝
賀
会
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が
開
催
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れ
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。
大
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正
八
年
、
原
内
閣
当
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時
計
画
さ
れ
た
と
い

＊　

勅
う
こ
の
事
業
が
、
半
世
紀
の
長
期
に

琳
わ
た
る
建
設
の
結
果
、
今
日
第
四
期

　

継
の
工
事
が
最
終
的
に
完
成
す
る
乙
と

淋
の
意
義
は
、
と
て
も
短
い
ス
ペ
：
ス

　

淋
で
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
町
と

纏
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在
の
千
手

　

淋
発
電
所
に
関
係
さ
れ
た
方
々
も
、
三

淋
十
年
間
に
全
国
津
々
浦
々
に
ち
ら
ば

　

緋
っ
て
お
ら
れ
る
。
乙
れ
ら
関
係
者
約

淋
四
百
人
が
参
会
さ
れ
て
、
互
い
に
再

　

紳
会
を
喜
び
合
っ
て
い
る
あ
り
さ
ま
は

緋
見
て
い
て
心
あ
た
た
ま
る
も
の
が
あ

　
淋
っ
た
．

料
　
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
計
画

　

淋
概
要
が
示
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
に
も

淋
と
づ
い
て
関
係
農
家
の
同
意
書
取
り

　

淋
ま
と
め
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
十

淋
月
三
十
一
日
に
開
か
れ
た
基
盤
整
備

　

将
事
業
推
進
協
議
会
総
会
で
そ
の
結
果

料
が
発
表
さ
れ
た
。
関
係
農
家
千
百
七

＊

十
四
人
に
対
し
て
九
九
、
三
％
と
い
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
驚
く
べ
き
同
意
率
で
あ
る
。
こ
の
淋

数
字
は
即
乙
の
事
業
に
対
す
る
農
家
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
熱
意
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
緋

と
も
事
業
推
進
の
原
動
力
と
な
る
乙
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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学
校
統
合
に
つ
い
て
具
体
的
な
体
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
町
継

教
委
で
は
十
月
二
十
二
日
に
橘
地
区
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
員
と
、
ま
た
二
十
八
日
に
は
仙
田
淋

地
区
議
員
と
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
会
を
持
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
、
統
合
問
題
の
進
め
方
に
つ
い
て
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
し
た
。
そ
の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
区
毎
に
議
員
、
区
長
、
及
ぴ
P
T
紳

A
・
婦
人
会
・
青
年
団
の
代
表
を
含
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
推
進
協
議
会
を
作
っ
て
統
合
に
つ
緋
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て
の
問
題
点
を
検
討
す
る
乙
と
と
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
、
橘
地
区
は
十
一
月
四
日
、
白
継

倉
地
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は
七
日
、
仙
田
地
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は
八
日
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
そ
れ
ぞ
れ
第
一
回
協
議
会
を
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催
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い
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総
合
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開
発
計
画
審
議
会
の
答
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「
関
紳

係
学
区
民
に
趣
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徹
底
を
は
か
り
淋
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の
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得
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円
満
に
進
め
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乙
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で
あ
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」
と
述
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れ
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い
る
が
、
こ
の
趣
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に
沿
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て
学
区
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の
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す
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統
合
を
実
現
す
る
た
淋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
、
関
係
者
の
良
識
と
建
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的
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囹
行
　
　
　
事

十
一
月

十
日
　
定
例
教
育
委
員
会

　
〃
　
千
手
地
区
簡
易
水
道
起
工
式

十
二
日
　
県
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
指
導
会
を

　
仙
田
地
区
全
域
を
対
象
に
実
施
、
午

　
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
仙
中
で

十
三
日
　
国
保
被
保
険
者
慰
安
大
会
、

　
午
前
十
時
か
ら
仙
田
中
で
、
午
後
二

　
時
か
ら
川
西
中
で
。

　
〃
　
　
月
見
が
原
遊
園
開
園
式

十
七
日
　
上
野
地
区
移
動
役
場

十
九
日
　
仙
田
地
区
移
動
役
場

二
十
三
日
　
第
二
回
町
民
卓
球
大
会
、

　
川
西
中
体
育
舘
で
ひ
ら
く
。

二
十
五
日
　
道
路
除
雪
協
力
会
設
立
総

　
会
、
午
前
九
時
か
ら
役
場
会
議
室
で

二
十
六
日
　
赤
ち
ゃ
ん
表
彰
式

三
十
一
日
　
土
地
改
良
区
総
代
会
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上
野
と
仙
田
の
両
地
区
で
、
婦
人

ロ

四
会
主
催
に
よ
る
移
動
役
場
が
開
か
れ

　

”
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

蜘
　
町
政
と
生
活
を
結
ぶ
と
い
っ
た
趣

…
旨
の
こ
の
催
し
が
具
体
化
し
た
の
は

　

“
婦
人
会
や
婦
人
学
級
の
議
会
傍
聴
が

ロ

師
キ
ッ
カ
ケ
で
、
そ
れ
は
、
町
議
会
九

ひ

”
月
定
例
会
の
こ
と
で
し
た
。

ロ

一
　
こ
の
議
会
で
、
町
政
に
対
す
る
一

　

…
般
質
問
を
傍
聴
し
て
い
た
婦
人
の
み
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日

な
さ
ん
か
ら
、
そ
の
後
「
わ
た
し
た

ち
も
ぜ
ひ
町
長
さ
ん
に
質
問
を
し
て

み
た
い
。
」
と
い
う
声
が
出
さ
れ
、

町
長
も
そ
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
を

快
諾
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

日
程
は

十
七
日
、
午
後
一
時
か
ら
上
野
農
業

　
セ
ン
タ
！

十
九
日
、
午
後
十
二
時
半
か
ら
中
仙

田
公
民
舘
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戦
没
者
遺
族
特
別

弔
慰
金
（
改
正
）
の

請
求

イ
戦
没
後
、
遺
族
以
外
と
婚
姻
し
て

　
姓
を
改
め
た
兄
弟
姉
妹
。

ウ
戦
没
者
の
入
隊
当
時
、
生
計
関
係

　
の
な
か
っ
た
兄
弟
姉
妹
。

　
こ
れ
ら
の
か
た
が
、
十
月
か
ら
特
別

弔
慰
金
三
万
円
を
請
求
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
改
止
前
の
規
則
に
よ
っ
て

す
で
に
支
給
を
受
け
た
遺
族
の
あ
る
戦

没
者
の
兄
弟
姉
妹
は
除
か
れ
ま
す
か
ら

ご
注
意
ね
が
い
ま
す
。

　
以
上
、
主
催
は
そ
れ
ぞ
れ
上
野
地
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

区
婦
人
会
と
仙
田
地
区
連
合
婦
人
会
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

で
す
が
、
会
員
に
限
ら
ず
、
一
般
の
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
さ
し
つ
か
え
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
．
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
町
か
ら
は
、
三
役
・
教
育
長
の
ほ
”

か
各
課
長
が
出
席
し
て
、
上
野
で
十
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

六
項
目
、
仙
田
で
二
十
二
項
目
の
質
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

問
に
対
し
て
お
答
え
を
す
る
こ
と
に
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
あ
な
た
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、

常
に
正
し
い
手
続
き
の
方
法
や
内
容
を

知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
役
場
に
用

意
し
て
あ
る
届
け
書
に
定
め
ら
れ
た
事

項
を
記
入
し
て
、
早
め
に
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
資
格
取
得
届

　
　
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
ま
た
会

　
社
な
ど
を
や
め
て
他
の
公
的
年
金
か

　
ら
脱
退
し
た
と
き
。

▼
資
格
喪
失
届

　
　
会
社
や
役
所
に
勤
め
て
厚
生
年
金

　
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た
と
き
。

▼
氏
名
・
住
所
変
更
届

きコ
ロ
ニ
ー
建
設
募

金
の
結
果
報
告

　
　
　
婦
人
会
連
絡
協
議
会

　
　
　
農
協
婦
人
部

　
　
　
み
　
　
ど
　
り
　
会

　
十
月
中
わ
た
く
し
ど
も
が
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
コ
ロ
ニ
：
建
設
募
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら

た
い
へ
ん
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
募
金

総
額
で
二
十
万
六
百
円
に
達
し
ま
し
た

　
結
果
の
ご
報
告
と
と
も
に
厚
く
お
礼

　
　
加
入
者
の
氏
名
や
住
所
が
変
わ
つ

　
た
と
き
。

▼
保
険
料
免
除
申
請
書

　
　
生
活
が
苦
し
く
て
、
掛
金
が
納
め

　
ら
れ
な
い
と
き
。

▼
年
金
裁
定
請
求
書

　
　
年
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
。

▼
死
亡
一
時
金
裁
定
請
求
書

　
　
死
亡
し
た
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
な
お
、
募
金
の
地

区
別
内
訳
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

壬
一
＋
地
区

上
野
地
区

橘
地
区

仙
田
地
区

七
万
四
千
四
百
円

二
万
三
千
七
百
円

四
万
四
千
五
百
円

五
万
八
千
円

　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
戦
没

さ
れ
た
軍
人
・
軍
属
等
の
遺
族
に
対
し

て
、
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
後
、
妻
子
・
父
母
が
再
婚
、

成
人
、
死
亡
し
た
た
め
、
昭
和
四
十
年

四
月
一
日
現
在
、
遺
族
年
金
や
公
務
扶

助
料
を
受
給
す
る
者
が
い
な
く
な
っ
た

戦
没
者
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
と
に
残
っ

た
兄
弟
姉
妹
を
対
象
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
額
は
三
万
円
で
す
。

　
該
当
者
は
社
会
課
で
請
求
の
手
続
き

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
改
正
に
よ
る
支
給
対
象
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ア
戦
没
後
、
遺
族
以
外
の
者
の
養
子

　
と
な
っ
た
兄
弟
姉
妹
。

コ
ロ
ニ
ー
建
設
寄
付

　
千
手
・
上
野
両
地
区
の
立
正
佼
成
会

か
ら
合
計
一
万
四
千
一
百
五
十
四
円
。

住
所
が
変
わ
っ
た
ら

国
民
年
金
の
届
を

忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
は
、
加
入
す
る
と
き
や
住

所
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
年
金
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
手
続
き
は
、
す
べ
て

自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
の

議
会
傍
聴
記
②

　
上
町
大
漢
晶
子

　
傍
聴
し
た
の
は
、
一
般
質
問
の
あ
っ

た
九
月
定
例
会
で
し
た
。

　
定
刻
に
開
会
、
開
会
前
に
は
全
員
が

着
席
と
い
う
、
議
員
の
み
な
さ
ん
の
紳

士
的
態
度
を
拝
見
し
、
当
然
の
こ
と
と

は
い
い
な
が
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ど

ん
な
会
合
で
も
カ
ク
あ
る
べ
き
と
、
つ

く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
緊
張
し
た
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た

の
は
、
大
ぜ
い
の
、
し
か
も
婦
人
の
傍

聴
者
が
い
た
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

町
政
に
真
剣
に
取
り
組
む
議
員
の
み
な

さ
ん
の
真
実
の
姿
と
し
て
受
け
と
め
た

次
第
で
す
。

　
一
般
質
問
は
、
町
発
展
と
町
民
の
し

あ
わ
せ
の
た
め
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
お

ろ
そ
か
に
で
き
な
い
問
題
で
、
そ
れ
ぞ

れ
関
連
性
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

　
基
盤
整
備
の
よ
う
に
専
門
的
な
、
そ

の
立
場
に
な
い
と
理
解
し
き
れ
な
い
問

題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
角
度
を
変

え
て
、
一
般
町
民
の
最
大
関
心
事
は
、

や
は
り
学
校
統
合
や
十
日
町
市
と
の
合

併
問
題
で
は
な
い
で
し
。
山
う
か
。
こ
れ

ら
に
、
住
民
の
意
思
が
正
し
く
反
映
さ

れ
て
ゆ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
道
路
行
政
や
観
光
施
策
も
、
こ
の
町

の
経
済
・
文
化
等
、
多
方
面
に
わ
た
っ

て
重
要
な
影
響
が
あ
る
問
題
で
す
。

　
こ
ん
ご
四
年
間
、
議
員
の
み
な
さ
ん

に
は
こ
の
よ
う
に
山
積
す
る
課
題
の
処

理
に
あ
た
っ
て
、
着
実
な
ご
努
力
を
期

待
し
ま
す
。
そ
の
う
え
、
町
民
の
み
な

さ
ん
が
さ
ら
に
積
極
的
に
議
会
を
傍
聴

さ
れ
る
な
ら
、
連
鎖
的
に
、
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
力
が
倍
加
す
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

《らレ劃

e
鍋
纏

者
の
声
を
聞
く
旬

間
一
．
＋
日
町
税

務
署
で
は
期
間
中

い
ろ
い
ろ
な
行
事

を
実
施
し
た
が
、
九
日
に
は
町
の

婦
人
会
を
対
象
に
租
税
教
室
が
開

か
れ
た
。
ま
た
、
税
の
標
語
を
中

学
生
か
ら
募
集
し
、
入
選
者
の
署

内
見
学
も
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の

標
語
の
入
選
作
十
五
点
の
中
に
、

町
の
五
人
の
生
徒
の
作
品
が
選
ば

れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
み
よ
う

○
税
金
が
教
科
書
に
ま
で
生
き
て

い
る
　
　
川
西
中
　
蔵
品
千
寿
子

○
税
金
を
お
さ
め
て
明
る
い
家
ρ

窓
　
　
同
　
押
木
　
稔

○
税
金
は
ち
が
っ
た
姿
で
わ
が
町

に
　
　
　
　
同
　
　
清
水
三
枝
子

○
忘
れ
ず
に
ハ
ン
カ
チ
・
ち
り
紙

納
税
日
　
　
同
　
　
丸
山
　
隆
視

○
国
民
の
つ
と
め
を
果
た
そ
う
税

金
で
　
　
仙
田
中
　
増
田
　
孝
子

㊤
欝
匙
罫
羅
罪
馨

い
る
が
、
県
は
豪
雪
対
策
施
策
推

進
に
役
だ
て
る
た
め
積
雪
等
観
測

所
（
小
・
中
学
校
）
九
十
か
所
を

選
定
し
、
観
測
を
依
頼
し
た
。
川

西
で
は
仙
田
小
と
白
倉
小
の
二
校

が
こ
れ
を
引
き
受
け
て
、
今
月
か

ら
明
年
五
月
ま
で
の
七
か
月
間
観

測
を
続
け
る
。

④
樗
鰻
総
欝
結
蓼

ら
す
よ
う
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
あ
ば
れ
だ
す
。
う
が
い

は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
接
種
も
ぜ
ひ
。

へ
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一2日／信濃川発電工事完成祝賀会
　
秋
晴
れ
の
二
日
、

千
手
小
学
校
で
開
か

れ
た
町
主
催
の
国
鉄

信
濃
川
発
電
工
事
完
成
祝
賀
会
。
昭
和

六
年
に
第
噂
期
工
事
着
手
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
年
内
完
成
を
迎
え
る
発
電
工

事
ば
、
計
画
段
階
か
ら
数
え
て
実
に
半

世
紀
に
わ
た
る
壮
挙
で
あ
っ
た
。

　
当
日
は
、
役
場
関
係
ま
で
含
め
る
と

下
の
表
参
照
）
、
こ
の
発
電
工
事
が
町

に
与
え
た
影
響
、
恩
恵
は
限
り
な
い
も

の
が
あ
る
。

町
の
事
業

入
札
の
も
よ
う

　
　
①
は
施
行
か
所
②
は
請
負

　
　
業
者
③
は
請
負
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
千

手
本
町
通
り
　
②
十
日
町
水
道
工
業

③
二
百
十
五
万
円
　
圃
園
藤
沢
線
改
修

①
藤
沢
②
吉
楽
土
建
③
三
百
八
＋

一
万
円
圏
蕎
倉
小
脇
線
改
修
①
高

倉
②
吉
楽
土
建
③
四
十
三
万
五
千

円
一
囹
甲
田
線
改
修
①
室
島
②
丸

山
工
務
所
③
六
＋
二
万
円

日本国有鉄道に係る固定資産税等の調

　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

約
四
百
人
の
関
係
者
で
会
場
は
い
っ
ぱ
囹
融
雪
施
設
（
消
雪
ペ
イ
プ
）

濃㊧ 土　　地 家　屋 償却資産 納付金 計

旧と 28 288 9，521 35，168 一
44，977

町き 29 253 8，892 27，055 一 36，200
村
の 30 313 8，433 20，520

一 29，266

31 313 8，444 14，272 144 23，173

32 313 7，255 34，075 4，401 46，044

33 322 6，891 32，103 4，782 44，098

34 346 7，384 3．9，711 1，288 42，729

川 35 368 7，877 34，449 978 43，672

西 36 406 7，878 32，860 972 42，116
町
‘こ 37 481 8，372 39，025 984 48，862

な 38 482 8，375 37，030 976 46，863

つ
て
カ、

39
40

559
559

8，321

8，307

35，054

34，497

984
835

44，918

44，198

ら 41 559 8，307 32，536 835 42，237

42 728 8，516 32，521 693 42，458

43 8341 8，516 31，033 σ8イ 41，067

44 960 8，512 29，334 693 39，504

ム
ロ 計 8，084 139，801 535，243 19，254 702，382

い
（
写
真
）
。
工
事
の
完
成
を
お
祝
い

す
る
町
の
意
向
に
こ
た
え
て
、
北
海
道

あ
る
い
は
関
西
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
っ
た
か
た
が
た
も
あ
り
、
見
る
か
ら

に
な
つ
か
し
そ
う
な
対
面
風
景
で
埋
め

つ
く
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
国
鉄
の
固
定
資
産
税
等
（
右

き
き
げ
シ
き

読
書
案
内

》
ρ
葦
奎
7
妻
《
》
『
￥
ノ
【
～

　
取
り
入
れ
が
終
わ
り
、
学
習
の
場
に

も
意
欲
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
活
字

の
は
ん
ら
ん
の
中
で
い
く
つ
か
の
良
書

が
静
か
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

〈
太
平
出
版
〉

す
ば
ら
し
い
家
庭
教
育

　
　
　
宮
原
誠
一
編
　
　
　
四
八
○
円

　
〈
三
省
堂
〉

出
か
せ
ぎ
　
野
添
憲
治
著
　
二
〇
〇
円

　
〈
実
業
の
日
本
社
〉

話
し
上
手
、
聞
き
上
手

　
　
　
大
久
保
忠
利
著
　
　
二
八
○
円

〈
越
路
新
報
社
〉

つ
ま
り
の
民
話
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
円

　
〈
家
の
光
協
会
〉

民
俗
資
料

　
　
　
　
　
　
【
旬
月
分
】

※
寄
贈
者
（
敬
称
略
、
受
付
順
）

　
中
嶋
玉
直
（
新
町
新
田
）
　
田
口
玉

作
（
木
落
）
　
金
山
良
晃
（
霜
条
）

門
脇
ク
ニ
（
伊
友
）
　
星
名
伴
蔵
（
同

）
　
貴
田
幸
作
（
同
）
　
高
橋
信
太
郎

（
坪
山
）
　
登
坂
ヒ
ロ
（
赤
谷
）
　
江

口
慶
作
（
小
白
倉
）
　
高
橋
英
雄
（
学

校
町
）
　
小
林
佐
平
（
中
仙
田
）

※
お
も
な
入
手
品

　
古
書
（
資
治
通
鑑
・
日
本
外
史
・
唐

詩
選
な
ど
四
百
冊
）
　
ま
み
の
、
絵
馬

て
い
ら
ん
、
干
歯
、
た
い
こ
、
綿
切
り

木
綿
糸
、
万
石
、
ラ
ン
プ
、
カ
い
ぶ
し

と
う
ふ
い
す
す
、
弓
張
り
、
の
ぼ
り
、

て
か
ご
、
の
め
し
、
糸
つ
む
ぎ
貝
、
馬

の
鈴
む
し
、
お
ぶ
け
、
玉
ハ
ガ
ネ
、
ま

く
ら
、
神
貝
一
式

図
説
日
本
農
業
の
す
べ
て
　
六
五
〇
円

土
の
詩
・
ふ
る
さ
と
の
詩

　
　
　
伊
藤
信
吉
編
　
　
　
六
二
〇
円

　
〈
あ
す
な
ろ
書
房
〉

一
ま
い
の
卒
業
証
書

　
　
　
金
沢
嘉
市
著
　
　
　
四
二
〇
円

人
間
に
は
く
ず
は
な
い

　
　
　
金
沢
嘉
市
著
　
　
　
四
二
〇
円

〈
毎
日
新
聞
社
〉

あ
た
ま
を
よ
く
す
る
た
め
に

　
　
　
時
実
利
彦
著
　
　
　
四
二
〇
円

〈
風
媒
社
〉

母
の
時
代

　
名
古
屋
女
性
史
研
究
会
　
七
五
〇
円

く
理
論
社
V

村
づ
く
り
二
十
年

　
　
　
丸
岡
秀
子
編
　
　
　
六
〇
〇
円

〈
未
来
社
〉

信
濃
の
お
ん
な
　
　
上
下
各
五
八
○
円

　
も
ろ
さ
わ
よ
う
こ
著

ふ
る
さ
と
の
記
録
　
　
・

「
あ
か
た
に
」

　
赤
谷
の
歴
史
・
民
俗
や
仙
田
地
区

の
沿
革
を
つ
づ
っ
た
「
ふ
る
さ
と
の

記
録
・
あ
か
た
に
」
が
発
行
さ
れ
た

　
発
行
者
は
赤
谷
公
民
舘
、
著
者
は

高
橋
与
平
さ
ん
（
同
部
落
、
六
十
四

　　礁縢．劉鶴難

醗簡蕊．騨獺

歳
）
。
本
の
体
裁
は
B
五
判
で
八
＋

四
ペ
ー
ジ
、
非
売
品
。

　
題
名
は
丸
山
企
画
室
長
が
名
づ
け

親
。
題
字
の
「
あ
か
た
に
」
は
、
元

仙
田
村
長
で
同
部
落
の
登
坂
久
平
さ

ん
が
筆
を
と
ら
れ
た
。

　
さ
る
十
月
十
九
日
午
後
、
赤
谷
公

民
舘
に
根
津
町
長
、
杉
本
教
育
長
、

小
林
副
議
長
、
丸
山
企
画
室
長
、
金

子
教
委
社
教
課
長
ら
が
招
か
れ
、
著

舗
　
　
　
　
者
の
高
橋
さ
ん
は
じ
め
、
部

　
　
　
　
　
落
の
関
係
者
が
出
席
し
て
、

　
　
　
　
　
さ
さ
や
か
な
発
表
会
も
行
な

　
　
　
　
　
わ
れ
た
。

　　　　襲

　　　懇離

　　舳

鞭霧
繋

鮪 　
　
　
ち
ょ
う
ど
発
表
会
の
日
は

　
　
部
落
の
十
二
神
社
（
む
か
し

畑
　
　
の
ウ
ス
ナ
サ
マ
、
い
ま
は
チ

　
　
　
ン
ジ
ュ
サ
マ
）
の
例
大
祭
で

　
　
社
の
古
い
の
ぼ
り
が
、
か
っ

　
　
て
赤
谷
の
茶
屋
が
に
ぎ
わ
っ

　
　
た
乙
ろ
や
江
戸
い
ぎ
の
当
時

　
　
　
の
ま
ま
に
は
た
め
い
て
い
た

　
　
　
高
橋
さ
ん
の
三
年
越
し
の

灘　
　
　
こ
の
労
作
、
当
初
二
百
冊
を

　
　
印
刷
し
て
実
費
配
布
に
も
応

　
　
　
じ
て
い
た
が
、
予
想
以
上
に

響
灘
雛
踊
孫
罐
款
豫
ボ

　
　
　
　
　
出
て
い
る
。
　
　
　
（
z
）

広報7忽
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㊨
く
ら
し
と
税
金

　
　
　
相
続
税
の

　
相
続
税
は
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て

財
産
を
取
得
し
た
場
合
に
か
か
る
税
金

で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
相
続
や
遺
贈
に
よ
る
財

産
の
取
得
と
い
う
乙
と
は
、
通
常
の
場

合
、
一
生
に
一
度
か
二
度
の
こ
と
で
す

か
ら
、
一
般
に
な
じ
み
の
薄
い
税
金
だ

と
い
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に

遺
産
を
相
続
し
た
場
合
に
は
、
、
ど
の
よ

う
に
し
て
申
告
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

ま
た
、
取
得
し
た
財
産
の
評
価
を
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
と
ま
ど
う
か
た
が
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
場
合
に

　
　
　
　
か
か
る
の
か

　
こ
の
相
続
税
を
計
算
す
る
場
合
に
は

ま
ず
、
な
く
な
っ
た
人
（
被
相
続
人
）

の
財
産
の
価
額
を
合
計
し
、
そ
こ
か
ら

そ
の
人
の
債
務
や
葬
式
費
用
を
差
し
引

き
ま
す
。
こ
う
し
て
計
算
し
た
正
味
の

遺
産
総
額
が
「
遺
産
に
か
か
る
基
硬
控

除
額
」
と
「
遺
産
に
か
か
る
配
偶
者
控

除
額
」
と
の
合
計
額
を
こ
え
る
場
合
に

相
続
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
遺
産
に
か
か
る
基
硬
控
除
額
」
は

四
百
万
円
と
法
定
相
続
人
の
数
に
八
十

万
円
を
か
け
た
金
額
の
合
計
額
で
あ
り

「
遺
産
に
か
か
る
配
偶
者
控
除
額
」
に

つ
い
て
は
最
高
限
度
額
二
百
万
円
で
、

こ
れ
ら
の
基
準
か
ら
、
課
税
価
格
を
引

き
出
す
ま
で
の
過
程
を
算
式
で
示
す
と

下
段
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
計
算
で
ゆ
く
と
、
た
と
え
ば
、

は
な
し

婚
姻
期
間
が
二
十
五
年
以
上
の
配
偶
者

と
子
ど
も
四
人
が
法
定
相
続
人
だ
と
し

ま
す
と
、
正
味
の
遺
産
総
額
が
一
千
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
相
続
税
は
か
か
ら
な

　　　　遺産にかかる基礎控除　　遺産にかかる配偶者控除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　ハ　　ノぬ　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

一｛4・・万円＋（8・万円×轡駿）＋（蓼女難一15年）×2・万円｝

　　＝課税される価格　　　　　　最高200万円

味
産
額

正
遺
総

い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

評財
価産

　
そ
れ
で
は

相
続
時
の
財

産
評
価
は
ど

の
よ
う
に
し

て
行
な
う
の

で
し
ょ
う
か

原
則
と
し

て
相
続
の
日

の
時
価
に
よ

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の

で
す
が
、
そ

の
算
定
方
法

は
、
財
産
の

種
類
に
よ
つ

て
異
な
っ
て

き
ま
す
。

固
定
資
産

な
ど
の
場
合
は
、
町
で
決
定
し
た
評
価

額
に
一
定
の
率
を
乗
じ
て
算
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
十
四
年
中

の
例
を
参
考
ま
で
に
あ
げ
て
み
る
と
次

の
よ
う
に
推
定
さ
れ
ま
す
。

◇
田
の
自
作
地
一
、
四
倍
、
◇
畑
の
自

作
地
二
倍
、
◇
宅
地
一
、
三
倍
、
◇
山

林
自
用
地
、
原
野
自
用
地
、
家
屋
な
ど

は
お
お
む
ね
評
価
額
そ
の
ま
ま
の
価
額

　
預
貯
金
や
現
金
に
つ
い
て
は
そ
の
も

の
ズ
バ
リ
で
あ
る
乙
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
営
業
用
動
産
や
家
庭
用
動
産

な
ど
も
、
相
続
時
の
状
態
で
買
う
と
し

た
場
合
の
価
額
で
評
価
さ
れ
る
わ
け
で

相
続
税
が
か
か
ら
な
い
財
産
と
い
う
の

は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

税
率
は

わ
け
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
申
告
書
の
提
出
と
か
納

税
方
法
等
も
含
め
て
詳
し
い
こ
と
を
知

り
た
い
か
た
に
は
、
毎
月
五
ハ
日
に
行

な
わ
れ
る
税
務
署
の
「
税
の
相
談
日
」

を
利
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す

5
の
犀
税
の

　
　
相
談
日

〃
松
の
山
〃
な
ど
七
局

が
即
時
通
話
に

　
今
月
三
十
日
（
日
曜
）
午
前
零
時
か

ら
、
次
の
各
局
へ
の
市
外
通
話
は
「
即

時
」
に
な
り
ま
す
。

　
O
安
塚
　
0
浦
川
原
　
0
松
代

　
0
松
之
山
　
0
菖
蒲
　
0
菱
里

　
0
大
島
　
以
上
の
各
局

①
通
話
申
込
み

局
へ
「
即
時
」
と
お
申
し
込
み
く
（
◎
新
郎

だ
さ
い
。
す
ぐ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。
　
◎
新
婦

②
通
話
料
金
　
　
　
（
◎
新
郎

　
三
分
ま
で
十
五
円
。
三
分
を
越
す
　
◎
新
婦

と
、
秀
増
茎
と
に
五
円
を
加
算
（
◎
新
郎

③
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
◎
新
婦

即
薩
話
に
な
る
高
時
に
、
安
（
◎
新
郎

塚
・
浦
月
原
両
局
の
電
話
番
号
が
変
　
◎
新
婦

　
相
続
税
の
税
率
は
、
課
税
価
額
六
十

万
円
以
下
に
対
す
る
一
9
％
か
ら
、
一

億
五
千
万
円
を
こ
え
る
も
の
に
対
す
る

七
9
％
と
い
う
よ
う
に
、
超
過
累
進
税

率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

総
額
を
、
各
相
続
人
が
実
際
に
取
得
し

た
財
産
の
割
合
に
よ
っ
て
あ
ん
分
し
た

額
が
、
各
相
続
人
ご
と
の
税
額
に
な
る

ニ
シ
キ
ゴ
イ
品
評
会

先
月
二
十
四
日
、
千
手
小
プ
ー
ル

で
ひ
ら
か
れ
た
が
、
お
昼
時
分
の

人
出
は
ま
こ
と
に
に
ぎ
や
か
。

灘

醤轟

わ
り
ま
す
。
新
し
い
番
号
は
「
番
号

案
内
』
へ
お
問
い
合
わ
せ
ね
が
い
ま

す
。
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

獄
・
窓
雛

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

高
橋
　
純
子
　
進
　
　
長
女
　
坪
　
吐

相
崎
寿
美
子
　
甚
平
　
長
女
　
沖
　
立

村
越
　
友
美
　
家
和
　
長
女
　
野
　
口

高
橋
　
良
征
　
宇
平
　
長
男
　
坪
　
山

西
山
　
雄
治
　
直
利
　
三
男
下
平
新
田

北
村
久
美
子
　
健
二
　
長
女
　
東
善
寺

小
山
ゆ
か
り
　
栄
一
　
長
女
　
木
　
落

小
林
由
美
子
　
辰
雄
　
長
女
　
山
野
田

小
川
　
昌
子
　
紀
栄
　
長
女
　
岩
　
瀬

高
橋
　
　
肇
　
順
興
　
長
男
　
高
　
倉

田
中
　
聡
美
　
英
雄
　
長
女
発
電
所
通

中
條
　
　
武
　
敏
男
　
長
男
　
室
　
島

小
幡
　
　
均
　
邦
保
　
長
男
　
仁
　
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

（
◎
新
郎

◎
新
婦

田
村
幸
二
郎

増
田
ミ
サ
ヲ

登
坂
正
一

北
林
つ
ぎ
子

登
坂難田

中
平
野

勝か正
弘よ明

赤秋岩室室
島島

か
ら

瀬田
か
ら

谷

＋
日
町
か
ら

発
電
所
通
り

京
子
発
電
所
通
か
ら

　
　
　
入
田
　
政
雄
　
学
校
町

　
　
　
数
藤
　
菊
枝
　
伊
　
友
か
ら

　
　
　
大
渓
正
丸
上
町

　
　
　
丸
山
　
智
子
　
中
頸
城
か
ら

　
　
　
中
川
　
喜
一
　
仁
　
田

　
　
　
池
竹
ト
モ
子
原
田
か
ら

　
　
　
青
木
　
保
田
戸

　
　
　
羽
鳥
カ
ツ
子
　
伊
　
友
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

金小川中小小星野富井登
子林崎條川川名沢井口坂

サミト秀国勘誉リ千セノ
ク子メ作平平一ム枝イヨ

岩岩赤霜野上仁赤

瀬瀬谷条口野田谷

越
ケ
澤

中
仙
田

大
倉

八八七七六六六六六五五
五四八e、㌔四四三〇四〇

繊
か
露

薦
ノ
〉
太
田
白
南
風
選

ぐ
元
町
金
子
鉄
舟

祭
銭
母
に
も
ら
い
て
病
め
る
子
も

大
株
の
＋
耳
を
の
せ
る
秤
か
な

　
　
　
　
松
風
園
南
雲
　
文
峯
・

稲
刈
の
終
え
し
か
か
し
を
乗
せ
帰
る

村
中
に
菊
花
展
あ
り
文
化
の
日

短
　
歌

　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

一
片
の
影
を
も
と
め
ず
晴
れ
し
日
を
輝

や
か
に
浴
ぴ
黄
に
匂
う
菊

手
を
握
り
肩
を
抱
き
て
交
々
に
国
鉄
信

電
完
成
の
宴

三
十
年
経
り
て
名
を
忘
れ
た
る
こ
と
た

め
ら
い
つ
な
つ
か
し
さ
湧
く

．
』




